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主張

業
火
燃
ゆ
る
5

釈
尊
讃
仰
運
動
を
展
開
し
よ
う

　
愈
々
釈
尊
二
五
〇
〇
年
を
記
念
す
る

祝
典
行
事
が
展
開
さ
れ
る
事
に
な
っ

た
。　
こ
の
行
事
が
開
か
れ
る
に
至
る
迄
の

政
府
当
局
側
の
裏
面
の
動
き
に
関
し
て

は
そ
の
実
体
を
知
る
も
の
に
と
っ
て
は

仲
々
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が

吾
々
は
敢
て
そ
の
問
題
に
触
れ
よ
う
と

は
思
わ
な
い
。
と
も
角
仏
教
系
議
員
を

中
心
と
す
る
一
連
の
人
々
の
熱
意
が
こ

の
成
果
を
結
び
「
釈
尊
を
讃
え
る
会
」

と
し
て
力
強
く
発
足
し
た
こ
と
に
む
し

ろ
感
謝
と
敬
意
を
卒
直
に
表
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
要
は
こ
の
機
会
に
こ
の
企
画
を
如
何

に
仏
教
者
が
活
用
し
、
自
由
な
立
場
で

我
ら
の
釈
尊
を
讃
え
る
運
動
を
全
国
的

に
展
開
す
る
か
に
あ
る
の
だ
。

　
と
か
く
世
聞
の
一
部
に
は
何
ご
と

に
つ
け
て
も
冷
い
眼
で
之
を
批
判
し
て

冷
笑
す
る
傾
向
が
あ
る
が
仏
教
者
の
大

多
数
の
も
の
は
こ
の
機
会
を
素
直
に
喜

ん
で
い
る
現
状
か
ら
見
て
敢
え
て
理
論

づ
け
な
く
と
も
又
生
硬
な
憲
法
論
に
煩∴

のポスター

さ
れ
る
こ
と
な
く
．
東
洋
交
化
殊
に
日

本
文
化
の
母
で
あ
る
「
釈
尊
」
の
御
徳

を
偲
び
且
讃
え
る
純
粋
な
気
持
に
何
の

遠
慮
が
あ
ろ
う
か
。

　
全
日
本
仏
教
会
が
之
を
提
唱
し
全
国

都
道
府
県
仏
教
会
、
全
国
各
宗
門
と
緊

密
な
連
繋
の
も
と
に
展
開
す
る
記
念
祝

典
は
い
さ
＼
か
も
政
府
の
予
算
を
使
用

す
る
も
の
で
な
く
、
何
れ
も
全
国
仏
教

徒
の
尊
い
献
金
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
事
を
思
え
ば
徒
ら
な
る
批

難
に
屈
す
る
事
な
く
堂
々
と
本
運
動
を

展
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
す
で
に
各
地
方
大
会
を
行
う
地
元
に

於
て
は
夫
々
官
民
合
同
の
委
員
会
を
設

け
て
着
々
と
準
備
を
す
瓦
め
て
い
る
が

之
は
極
め
て
限
ら
れ
た
、
む
し
ろ
恵
ま

れ
た
地
区
で
あ
っ
て
、
問
題
は
こ
れ
ら

を
除
い
た
他
の
全
国
地
区
に
お
け
る
運

動
の
展
開
如
何
に
か
エ
っ
て
い
る
の

だ
。　
時
あ
た
か
も
釈
尊
降
誕
の
佳
き
季
節

に
あ
た
る
し
明
る
い
仏
教
運
動
を
モ
ッ

ト
ー
に
右
黒
馬
べ
ん
す
る
こ
と
な
く
又

徒
ら
に
言
あ
げ
す
る
こ
と
な
く
，
全
国

の
仏
教
徒
は
僧
俗
の
別
を
の
り
越
え
て

徹
底
的
に
身
業
説
法
の
態
度
で
恵
ま
れ

た
好
機
会
を
充
分
に
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
だ
。

　
花
ま
つ
り
も
結
構
、
記
念
伝
道
も
結

構
、
夫
々
の
地
区
の
特
色
に
応
じ
て
全

日
仏
の
教
化
計
画
、
資
料
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
充
分
に
活
用
し
て
全
国
各
所
に
祝

典
行
事
を
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。
徒

ら
な
パ
レ
ー
ド
等
の
お
祭
り
騒
ぎ
を
す

製
め
る
の
で
は
な
い
、
農
山
漁
村
の
一

寺
院
一
教
会
に
お
い
て
も
、
又
家
庭
に

お
い
て
も
「
人
間
釈
尊
」
の
偉
大
な
る

徳
を
偲
び
且
讃
え
．
今
と
そ
人
聞
釈
尊

の
生
き
た
教
え
が
祖
国
復
興
に
．
世
界

平
和
の
建
設
に
如
何
に
重
要
で
あ
る
か

を
先
づ
身
を
以
て
示
し
、
次
い
で
手
近

か
な
る
近
隣
か
ら
遠
く
に
之
を
伝
え
，

一
人
か
ら
一
入
の
胸
に
こ
の
偉
大
な
る

釈
尊
を
讃
え
る
信
火
燃
ゆ
る
と
こ
ろ
、

必
つ
や
明
る
い
平
和
な
社
会
の
実
現
が

期
せ
ら
れ
、
そ
の
ま
エ
仏
国
土
建
設
に

通
つ
る
も
の
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
も

の
で
あ
る
。

ガ
尊
を
讃
え
る
う
た

　
　
「
い
か
な
る
日
に
も
」
完
成
す

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
か
ね
て
よ
り
釈

尊
≡
†
五
百
年
を
讃
え
る
記
念
行
事
の

一
つ
と
し
て
全
国
仏
教
徒
に
歌
え
る
よ

う
な
易
し
く
て
深
い
味
を
も
つ
た
歌
曲

の
作
製
を
意
図
し
て
い
た
が
愈
々
各
種

の
機
関
を
経
て
作
詞
長
田
恒
雄
氏
、
作

曲
伊
藤
完
夫
氏
に
よ
り
右
の
聖
歌
が
完

成
し
た
の
で
去
る
廿
三
日
東
京
銀
座
の

河
合
楽
器
東
京
支
店
で
そ
の
試
聴
会
を

行
い
全
仏
関
係
者
仏
教
主
義
学
校
音
楽

主
任
の
先
生
方
の
批
判
を
乞
う
て
作
曲

も
決
定
し
愈
々
全
国
的
に
之
を
普
及
宣

伝
す
べ
く
事
務
局
に
於
て
目
下
準
備
に

大
童
で
あ
る
。

　
い
か
な
る
日
に
も

　
　
ー
ゴ
ー
タ
マ
●
ブ
ッ
ダ
面
一

　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
恒
雄
　
作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
完
夫
　
作
曲

か
が
や
く
智
慧
と
　
や
さ
し
さ
と

し
ず
か
な
勇
気
の
　
み
ち
び
き
に

い
か
な
る
日
に
も
　
い
か
な
る
夜
に
も

わ
れ
ら
の
さ
さ
え
と
　
な
り
た
も
う

あ
あ
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
し
た
わ
し
き

×

×

×

正
し
い
こ
と
ば
　
あ
き
ら
か
に

天
地
の
こ
と
わ
り
　
さ
し
示
し

い
か
な
る
日
に
も
　
い
か
な
る
夜
に
も

わ
れ
ら
の
ち
か
ら
と
　
な
り
た
も
う

あ
あ
ゴ
ー
タ
マ
㌦
フ
ツ
ダ
し
た
わ
し
き

×

×

×

け
わ
し
さ
ま
さ
る
　
ひ
と
の
世
に

つ
き
せ
ぬ
ひ
か
り
を
か
か
げ
つ
つ

い
か
な
る
日
に
も
　
い
か
な
る
夜
に
も

わ
れ
ら
の
い
の
ち
と
　
な
り
た
も
う

あ
あ
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
し
た
わ
し
き

『
釈
尊
二
千
五
百
年
記
念
』

　
中
央
行
事
日
程

第
一
日
三
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
一
〇
、
○
○
～
一
一
、
三
〇

◎
開
会
式
　
日
比
谷
公
会
堂

　
共
同
研
究
会
学
士
会
館

　
研
究
議
題

一
、
仏
教
の
平
和
概
念
と
そ
の
実
現
方

　
　
法

『
仏
教
と
世
界
産
業
交
明

三
．
現
代
世
界
思
想
風
潮
内
に
お
け
る

　
　
仏
教
の
重
要
性

◎
ガ
ー
デ
ン
、
パ
ー
テ
ィ
ー

唄
六
、
0
0
～
一
八
，
○
○
新
宿
御
苑

外
国
代
表
を
含
め
約
二
〇
〇
〇
名
招
待

矛
二
日
三
月
二
十
八
日
（
土
）

◎
共
同
研
究
会
（
委
員
会
）

　
　
九
、
○
○
～
一
一
、
三
〇

　
矛
一
委
員
会
　
学
士
会
館

　
矛
二
委
員
会
　
〃
　
　
右

　
　
議
題
　
前
記
の
通
り

◎
講
演
会
＝
「
○
○
～
＝
ハ
、
0
0

　
　
　
　
日
比
谷
公
会
堂

　
講
師
　
日
本
代
表
　
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
ア
ジ
ア
代
表
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
外
国
著
名
思
想
家
　
　
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
交
渉
中
）

◎
外
相
主
催
観
劇
会
　
　
一
九
．
O
O

矛
三
日
三
月
二
十
九
日
（
日
）

歓
迎
ナ
ρ
式
典
一
三
、
一
二
〇
～
一
六
、
＝
．
○

　
　
　
　
東
京
体
育
館

　
矛
一
部
　
開
会
式

　
①
入
　
　
場

　
②
国
家
斉
唱

　
③
聖
歌
「
三
三
」
演
奏
黛
敏
郎
作
曲

　
④
会
長
「
釈
尊
を
讃
え
る
こ
と
ば
」

　
　
首
相
祝
辞

　
⑤
外
国
代
表
メ
ッ
セ
ー
ヂ

矛
二
部
余
　
興

　
　
本
邦
一
流
歌
手
に
よ
る
民
謡

矛
三
部
　
閉
会
式

汁
離
婁
三
月
三
十
日
（
月
）

　
　
　
　
九
、
0
0
～
＝
一
、
○
○

　
◎
共
同
研
究
会

　
　
矛
一
、
矛
二
委
員
会
学
士
会
館

　
◎
公
開
講
演
会
（
或
は
中
止
に
な
る

　
　
か
も
知
れ
ず
）
日
比
谷
公
会
堂
、

　
　
日
本
又
は
ア
ジ
ア
代
表
、
外
国
著

　
　
名
思
想
家
二
名

◎
観
離
離
一
、
八
○
○
～
一
九
、
三
〇

　
　
水
道
橋
能
楽
堂
　
　
羽
衣
そ
の
他

◎
晩
餐
会
　
　
　
　
一
九
、
三
〇

　
外
国
代
表
を
含
め
約
七
〇
〇
名
招
待

　
予
定

矛
五
日
三
月
三
十
一
日
（
火
）

◎
共
同
研
究
会
（
総
会
）
学
士
会
館

◎
閉
会
式
一
一
、
○
○
～
＝
一
．
○
○

ず　隅酢
「



f

f

地

方

行

事

全
国
主
要
都
市
に
準
備
進
む

京
都
大
会
四
月
百

一
、
主
催
醗
日
本
仏
離
霧
局

　
　
京
都
府
仏
教
会
．
同
花
祭
奉
賛
会

『
会
場
　
式
典
及
び
歓
迎
大
会
　
午

後
二
時
よ
り
西
本
願
寺

田
丸
総
長
を
準
備
委
員
長
と
し
て
各
宗

磁

響’

翫’

a@　　亀

騰灘蒙
欝　’鑛鶴’
廠

馨灘
蛾纒鷲’

　ぱ潮

　　　　　　　韓織鷹
1鱗、

　継渉
　　5狩営
　　　新論’ヅ

鰍懸豪遊

謹蝶盤

灘1犠・・

繍メ

1雲譲

灘i
磁灘

繧麹

懇
惣

〆聚　，

毒

茎

凹く

野離

　も　プ

糞掛
霧・’．

歓　 ＾　’

二

瀬唖

、悪難

魏講
掛’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
、
簗
甑
壌
魯
講
量
縣

、
覇
鐵
編
　
灘
適

量
　
　
　
　
　
　
悪
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
錬
鰯
》
静
的
播

協
簿
簾
奮
薦
夢
彩
野
砺
石
仏
で
著
の
釈
藻
と

各
団
体
代
表
委
員
で
準
備
申
で
あ
る
が

大
体
左
の
通
り
に
進
行
申
で
あ
る
。

　
先
づ
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で

朝
食
後
、
バ
ス
で
比
え
い
山
延
暦
寺
は

じ
め
各
山
参
拝
見
学
の
後
京
都
へ
入
り

ホ
テ
ル
で
主
食
を
終
え
て
定
刻
西
本
願

寺
で
式
典
を
行
う
。

　
之
は
西
本
願
寺
法
主
垂
下
を
中
心
に

全
山
僧
侶
随
喜
、
更
に
各
宗
本
山
管
長

及
び
代
表
者
参
列
し
て
荘
厳
な
る
本
格

的
式
典
を
行
う
。
終
了
後
歓
迎
大
会
に

切
か
え
、
全
日
仏
代
表
は
じ
め
日
本
側

各
代
表
の
歓
迎
の
辞
に
続
い
て
参
列
各

国
代
表
の
謝
辞
及
び
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
々

が
と
り
交
わ
さ
れ
た
る
後
．
幼
稚
園
児

代
表
、
仏
婦
，
仏
滞
陣
代
表
の
献
花
．

献
灯
．
代
表
者
へ
の
花
束
贈
呈
等
が
行

わ
れ
る
筈

京
都
大
会
日
程

四
月
一
日
　
＝
『
三
〇
　
ホ
テ
ル
発

　
市
内
パ
レ
ー
ド
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を

　
先
頭
に
各
自
動
車
を
連
ね
て
会
場
へ

　
一
四
、
0
0
　
西
本
願
寺
着

　
一
四
、
二
〇
　
釈
尊
二
戸
五
百
年
慶

　
讃
法
要
引
続
き
歓
迎
大
会

京
都
大
会
プ
・
グ
ラ
ム

　
　
　
　
一
五
、
一
〇
～
一
七
、
○
○

　
◎
仏
教
徒
の
う
た
「
あ
エ
こ
の
喜
び
」

　
斉
唱
　
　
京
都
各
大
学
聖
歌
合
唱
隊

一
、
開
会
の
辞
　
関
西
事
務
局

二
，
花
束
贈
呈
　
各
国
代
表
全
員
へ

　
　
仏
婦
、
仏
青
、
幼
稚
園
児

三
、
全
日
仏
会
長
挨
拶

四
、
本
願
寺
派
門
主
挨
拶

五
．
祝
　
　
辞

　
　
総
理
、
讃
え
る
会
翼
長
石
橋
湛
山

　
　
京
都
府
知
事
、
市
長
、
各
国
大
公
使

六
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

七
．
外
国
代
表
挨
拶
（
外
国
代
表
尊
名
）

八
、
記
念
品
贈
呈

◎
釈
尊
を
讃
え
る
歌
斉
唱

九
、
閉
会
の
辞
　
理
事
長

大
阪
大
会

　
大
阪
の
準
備
は
、
府
、
市
、
当
局
商

工
会
議
所
を
は
じ
め
、
各
界
の
協
力
を

得
て
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
四
月
三
日
、
奈
良
よ
り
バ
ス
で
来
阪

の
代
表
を
宿
舎
「
新
大
阪
ホ
テ
ル
」
前

　
へ
出
迎
え
、
財
界
代
表
等
と
懇
談
会
を

開
い
て
同
夜
一
泊
、
翌
四
日
午
前
中
は

市
内
観
光
と
産
業
施
設
の
視
察
が
行
わ

れ
た
後
、
午
後
は
中
央
公
会
堂
で
「
釈

尊
二
干
五
百
年
を
讃
え
る
会
大
阪
大

会
」
が
盛
大
に
開
か
れ
る
。
夕
刻
に
は

府
．
市
、
商
工
会
議
所
の
共
催
で
招
待

晩
餐
会
と
懇
談
会
が
開
か
れ
る
予
定
で

あ
る
。
な
お
昼
食
後
、
市
内
パ
レ
ー
ド

を
行
う
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
て
お
り

大
阪
大
会
の
清
興
と
し
て
は
、
石
井
漠

バ
レ
ー
、
関
西
交
響
楽
団
伴
奏
の
花
柳

有
効
の
舞
踊
、
宝
塚
歌
劇
の
「
貞
明
皇

后
」
等
の
案
が
出
さ
れ
て
お
り
、
近
日

申
に
決
定
を
み
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
大
会
と
前
後
し
て
府

下
全
域
で
行
わ
れ
る
花
ま
つ
り
行
事
と

あ
い
ま
っ
て
、
仏
教
興
隆
の
気
運
が
大

き
く
昂
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
産
業
施
設
の
見
学
視
察
に
つ
い
て

は
別
途
企
画
中

愛
知
県
大
会

　
愛
知
県
で
は
、
「
釈
尊
二
五
〇
〇
年

記
念
名
古
屋
式
典
委
員
会
」
を
組
織
し

て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
と
の
委

員
会
は
、
県
、
市
、
会
議
所
、
財
界
等

の
巾
広
い
支
援
を
得
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
記
念
祝
典
を
通
じ
て
、
国
際
的
仏

教
交
流
と
同
県
仏
教
教
化
運
動
の
昂
揚

に
資
す
べ
く
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
式
典
及
び
記
念
行
箏
と
し

て
は
．
外
国
代
表
の
到
着
（
川
月
五
日

午
前
十
一
時
）
を
中
心
に
左
の
通
り
の

日
程
が
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
成
功
が

各
方
面
の
期
待
の
マ
ト
に
な
っ
て
い

る
。　
す
な
わ
ち
、
記
念
式
典
は
覚
王
山
仏

舎
利
奉
安
塔
前
で
四
日
午
後
一
時
か
ら

行
わ
れ
、
引
き
続
き
会
場
を
金
山
体
育

館
に
移
し
て
午
後
二
時
か
ら
、
大
衆
を

集
め
て
、
祝
典
及
び
国
際
親
善
大
会
が

欄
耀
さ
れ
る
。
更
に
同
日
夜
六
時
か
ら

　
は
丸
栄
ホ
テ
ル
で
歓
迎
バ
ー
デ
ィ
ー
が

行
わ
れ
，
親
善
交
歓
が
行
わ
れ
る
。
こ

れ
と
前
後
し
て
四
月
二
日
か
ら
七
日
に

か
け
て
、
丸
栄
八
階
の
大
ホ
ー
ル
で
奉

讃
仏
教
展
が
開
か
れ
て
．
広
く
仏
教
に

対
す
る
関
心
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
．
ま
た
七
日
午
後
輯
時

か
ら
は
、
好
評
を
え
て
い
る
石
井
漠
バ

　
レ
ー
団
の
「
入
聞
釈
迦
」
が
愛
知
県
丈

化
会
館
で
公
演
さ
れ
、
多
角
的
な
記
念

行
事
に
一
層
の
色
彩
を
加
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
ポ
ス
タ
ー
五
干
枚
は
既
に
県
下
全
体

に
配
布
さ
れ
て
P
・
R
に
役
立
っ
て
い

る
が
、
更
に
こ
の
行
事
を
記
念
し
て
．

寺
院
教
会
に
対
す
る
仏
旗
備
付
運
動
も

展
開
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。

福
岡
県
大
会

　
釈
尊
二
干
五
百
年
を
讃
え
る
会
福
岡

大
会
は
、
土
居
県
知
事
．
奥
村
福
岡
市

長
、
県
議
、
市
仏
会
長
．
を
は
じ
め
各

界
代
表
に
よ
る
歓
迎
委
員
会
で
準
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
功
が
全
県

下
仏
教
徒
の
期
待
を
受
け
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
四
月
五
日
は
、
午
前
八
時

五
十
八
分
博
多
着
の
外
国
代
表
を
五
百

睡
余
の
大
衆
で
駅
頭
に
出
迎
え
．
県
警

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
吹
奏
の
裡
に
花
束
贈

呈
、
直
ち
に
宿
舎
日
活
ホ
テ
ル
へ
。
同

十
時
ホ
テ
ル
発
に
て
、
九
州
大
学
医
学

部
、
文
学
部
等
を
見
学
の
後
、
正
午
ホ

テ
ル
に
て
市
長
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
。
十
三
時
よ
り
の
釈
尊
降
誕
花
ま

つ
り
子
供
大
会
（
西
本
願
寺
会
館
）
に

参
加
す
る
。
大
会
で
は
梅
田
懸
仏
会
長

の
歓
迎
挨
拶
、
花
束
贈
呈
、
来
賓
代
表

挨
拶
等
が
あ
っ
た
後
、
聖
歌
隊
に
よ
る

大
合
唱
が
行
わ
れ
て
終
了
す
る
。
一
四

時
四
期
分
大
会
場
を
出
発
し
、
バ
ス
に

て
西
公
園
、
大
濠
公
園
を
は
じ
め
市
内

観
光
の
後
一
六
時
宿
舎
へ
帰
着
。
以
後

代
表
の
自
由
行
動
に
ま
か
し
一
泊
。
翌

六
日
は
一
〇
時
二
〇
分
母
の
特
急
か
も

め
に
て
博
多
発
、
広
島
大
会
へ
向
う
。
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広
島
県
大
会

　
　
広
島
で
は
、
去
る
一
月
十
三
日
に
釈

西
尊
二
千
五
百
年
を
讃
え
る
会
打
合
会
を

　
開
き
大
要
次
の
如
く
決
定
し
，
着
々
準

　
備
を
進
め
て
い
る
。

　
，
す
な
わ
ち
釈
尊
二
干
五
百
年
を
讃
え

　
る
会
広
島
大
会
実
行
委
員
会
（
市
当
局

　
が
中
心
と
な
り
、
仏
教
会
を
は
じ
め
地

　
元
各
界
が
参
加
）
を
結
成
し
て
．
全
市

　
民
の
積
極
的
な
協
力
が
約
束
さ
れ
て
い

　
る
。
具
体
的
な
行
事
日
程
は
次
の
通
り
。

　
四
月
六
日

　
　
一
四
・
五
七
　
代
表
広
島
駅
着
　
一

　
　
　
行
を
中
心
に
歓
迎
パ
レ
ー
ド
，

　
　
一
六
・
0
0
　
慰
霊
碑
参
拝
の
後
，

　
　
　
新
ヒ
望
シ
マ
ホ
テ
ル
投
宿
。
新
聞

　
　
記
者
会
見
。

　
　
一
入
’
ニ
ニ
○
　
前
夜
祭
（
広
島
市
公

　
　
会
堂
に
て
一
般
市
民
参
加
）

　
　
歓
迎
花
束
贈
呈
、
挨
拶
、
音
楽
．

　
　
舞
踊
、
映
画
等
が
行
わ
れ
る
。

　
四
月
七
日

　
九
・
O
O
　
　
外
国
代
表
は
広
島
平

　
　
和
記
念
資
料
館
等
を
視
察
コ

　
　
一
〇
・
○
○
　
広
島
大
会
を
公
会
堂

　
　
に
開
く
、
国
家
斉
唱
、
音
楽
「
渥

　
　
葉
」
釈
尊
を
讃
え
る
詞
、
祝
辞
、
メ

　
　
　
ッ
セ
ー
ジ
、
特
別
講
演
会
等

　
．
一
二
・
0
0
　
新
ヒ
ロ
シ
マ
ホ
テ
ル

　
　
に
て
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
　
一
四
・
○
○
平
和
記
念
公
園
に
て

　
　
讃
仏
祭
と
台
同
慰
霊
法
要
（
広
島

　
　
思
及
び
近
郊
遺
族
全
員
招
待
、
外

　
　
国
代
表
、
仏
教
会
員
奉
仕
，
稚
児

　
　
行
列
、
そ
の
他
一
般
市
民
参
加
）

　
　
一
六
二
二
〇
外
国
代
表
一
行
ホ
テ

　
　
ル
発
で
宮
島
へ
（
宮
島
一
泊
）

四
月
八
圓

　
九
・
0
0
宮
島
遊
覧
　
　
　
－

　
　
一
〇
・
O
O
宮
島
発
海
路
宇
品
へ

　
　
一
一
・
O
O
　
宇
晶
着
　
東
洋
工
葉

　
　
へ
向
い
昼
食
後
、
視
察
。

　
　
一
三
二
四
広
島
発
　
（
臨
時
）

　
　
急
行
「
安
芸
」
に
て
東
京
へ

　
　
　
　
　
　
て
ノ

石
川
県
大
会

　
石
川
県
で
は
、
県
、
市
当
局
の
後
援

を
受
け
、
更
に
地
元
各
界
の
絶
大
な
協

力
を
得
て
、
歓
迎
準
備
と
前
後
の
諸
行

事
の
具
体
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
即
ち
、
県
下
仏
教
会
支
部
、
各
寺
院

に
連
絡
し
て
、
奉
祝
行
事
、
花
ま
つ
り

講
演
野
趣
を
邸
宅
中
に
開
催
す
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
全
県
下
で
一

斉
に
鐘
を
つ
く
こ
と
も
準
備
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
県
下
．
市
内
の
商
店
街
に
記

念
大
売
り
出
し
実
施
を
交
渉
し
て
お
り

N
H
K
、
、
M
R
O
に
呼
び
か
け
、
釈
尊

に
関
す
る
講
演
放
送
や
諸
行
事
の
宜
伝

等
に
つ
い
て
依
頼
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
全
県
的
な
気
団
の
盛
り
上
げ
の
中
で

具
体
的
行
事
と
し
て
は
次
の
如
く
予
定

さ
れ
て
い
る
。

四
月
五
日
　
加
賀
市
．
小
松
市
、
七
尾

　
二
等
で
花
ま
つ
り
行
事
、
講
演
会
場

　
を
開
催
し
，
ま
た
金
沢
市
で
は
白
象

　
市
内
行
進
等
に
ぎ
や
か
な
行
事
を
行

　
う
。

四
月
六
日
　
金
沢
市
東
別
院
で
奉
祝
生

　
花
大
会
と
お
茶
の
会
（
入
日
ま
で
）

　
を
開
き
、
ま
た
境
内
で
は
記
念
の
ど

　
自
慢
大
会
（
M
R
O
テ
レ
ビ
放
送
）

　
な
ど
を
開
く
。

四
月
七
日
　
外
国
代
表
一
行
到
看
と
共

　
に
花
束
を
さ
瓦
げ
て
市
内
パ
レ
ー
ド

　
を
行
い
。
別
院
で
小
憩
後
に
市
内
関

　
係
施
設
見
学
、
観
光
。
・
五
時
よ
り
別

　
院
境
内
で
晶
削
夜
祭
　
（
キ
ャ
ン
プ
。
プ

　
ア
イ
ヤ
ー
、
合
唱
運
動
）
が
田
干
・
余

　
名
の
大
衆
を
集
め
て
行
わ
れ
る
。
引

　
続
い
て
こ
の
大
衆
は
市
内
を
提
灯
行

　
列
で
行
進
す
る
。
ま
た
八
時
か
ら
講

　
演
と
菅
楽
の
夕
を
開
き
、
外
国
代
表

　
の
講
演
を
予
定
し
て
い
る
。
代
表
一

　
泊
。

四
月
八
日
　
朝
十
時
よ
り
灌
仏
会
法
要

を
別
院
で
行
い
で
午
後
は
二
時
か
ら
商

工
会
議
所
で
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

く
。

静
岡
県
大
会

　
静
岡
県
の
釈
尊
二
五
〇
〇
年
祝
典
に

対
す
る
動
き
は
、
新
た
に
「
釈
尊
二
五

〇
〇
年
を
讃
え
る
会
．
国
際
親
善
使
節

歓
迎
，
静
岡
県
大
会
」
を
組
織
し
て
仏

教
を
通
じ
て
友
好
親
善
、
貿
易
振
興
の

実
を
挙
げ
よ
う
と
目
下
鋭
意
努
力
中
で

あ
る
。
県
大
会
準
備
委
員
長
と
し
て
は

県
仏
会
長
木
全
大
孝
氏
が
あ
た
り
、
顧

問
に
推
し
た
石
橋
湛
山
氏
の
後
援
に
依

っ
て
．
県
ス
会
会
長
を
斉
藤
寿
夫
氏
、

副
会
長
古
郡
久
作
氏
、
山
田
順
策
氏
、

岩
崎
豊
氏
、
鈴
木
平
一
郎
氏
．
増
井
慶

太
郎
氏
、
大
野
木
代
次
郎
氏
、
鈴
木
与

平
氏
の
内
諾
を
得
た
。
二
月
廿
六
日
午

後
十
時
よ
り
県
庁
貴
賓
次
室
に
お
い
て

県
大
会
オ
一
回
の
会
長
会
議
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
大
会
準
備
委
員
会

に
お
い
て
企
画
案
と
し
て
用
意
し
て
い

る
主
な
る
行
事
を
挙
げ
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

四
月
六
日
　
浜
松
市
に
国
際
親
善
便
節

を
迎
え
、
直
ち
に
鴨
江
寺
に
て
平
和
祈

願
祭
を
行
う
。
産
桑
視
察
と
し
て
楽
器

工
場
．
本
田
技
研
工
場
を
案
内
し
た
後

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
き
．
同
夜
は

浜
松
へ
一
泊
。

四
月
七
口
　
静
岡
市
に
到
着
、
パ
レ
ー

ド
に
て
、
県
庁
訪
問
．
　
（
清
水
市
に

同
時
に
代
表
団
の
一
部
を
迎
え
る
か
否

か
禾
定
）
官
民
合
同
の
歓
迎
午
餐
会
を

行
い
、
午
後
一
時
．
静
岡
市
公
会
堂
に

お
い
て
行
う
県
大
会
に
畢
む
。
同
大
会

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
催
す
榊
原

仏
教
舞
踊
団
の
ア
ジ
ア
民
族
舞
踊
の
う

ち
日
本
舞
踊
と
イ
ン
ド
舞
踊
を
鑑
賞
。

清
水
市
に
向
っ
て
産
葉
視
察
と
観
を
光

行
い
、
清
水
市
官
民
合
同
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
青
む
。
同
日
急
行
阿
蘇
号

に
て
神
余
川
県
招
致
に
か
N
る
箱
根
の

歓
迎
会
に
の
ぞ
む
。

県
大
会
附
帯
行
事
と
し
て
全
仏
の
協
賛

を
得
て
、
各
地
に
お
け
る
釈
尊
二
五
〇

〇
年
を
た
云
え
る
会
記
A
層
特
別
講
演
そ

の
他
の
集
会
を
行
う
。
現
在
確
定
中
の

も
の
は
、

三
月
廿
五
日
静
岡
市
に
お
け
る
、
久

保
田
正
文
氏
講
演
会

四
月
五
日
　
興
津
町
に
お
け
る
、
斉
藤

栄
三
郎
氏
講
演
会

四
月
七
日
　
静
岡
市
に
お
け
る
印
度
仏

噸
寺
院
及
び
印
度
舞
踊
関
係
の
映
画
会

　
（
イ
ン
ド
大
便
館
に
交
渉
の
予
定
）

榊
原
帰
逸
氏
を
囲
ん
で
東
洋
舞
踊
菅
楽

を
鑑
賞
す
る
集
会
を
行
う
。

　
静
岡
市
に
お
い
て
は
全
市
を
挙
げ
て

の
静
岡
ま
つ
り
が
四
月
一
日
よ
り
五
日

迄
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
四
月
七
日
の

県
大
会
行
事
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
弘

報
を
こ
の
期
聞
中
に
各
種
の
方
法
を
も

つ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
大
会

　
神
奈
川
県
大
会
は
地
元
県
仏
教
会
を

中
心
に
官
民
合
同
の
「
神
奈
川
釈
尊
奉

讃
会
」
を
結
成
し
、
発
起
人
会
を
二
月

六
日
午
後
横
浜
ホ
テ
ル
、
ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
で
開
い
た
。

　
こ
の
日
、
孤
峰
総
持
寺
貫
主
、
半
井

横
商
会
頭
、
磯
野
ラ
ジ
オ
関
東
社
長
．

佐
々
木
神
奈
川
新
聞
社
長
ら
関
係
者
三

十
余
人
が
集
り
、
会
則
、
予
算
「
国
際

親
善
大
会
」
の
行
事
予
定
な
ど
を
審
議

し
た
。
同
奉
讃
会
は
仏
教
を
通
じ
て
県

民
の
思
想
生
沽
を
豊
か
に
し
諸
外
国
と

の
友
好
親
善
を
は
か
り
世
界
平
和
へ
の

貢
献
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　
初
行
事
と
し
て
の
「
国
際
親
善
大
会
」

は
来
る
四
月
七
日
釈
尊
こ
五
〇
〇
年
祝

典
計
画
の
一
環
と
し
て
県
下
仏
教
関
係

者
五
千
人
の
他
東
嶺
ア
ジ
ア
を
中
心
と

す
る
世
界
谷
国
か
ら
の
代
表
者
数
十
名

も
参
加
す
る
。
行
事
予
定
大
体
左
の
通

り
。矛
一
部
（
四
月
七
日
・
八
日
）

四
月
七
日
夕
五
時
熱
海
駅
に
外
国
代
表

一
行
を
出
迎
．
同
夜
箱
根
宮
の
下
富
士

屋
ホ
テ
ル
で
歓
迎
鼓
、

入
日
朝
九
時
同
ホ
テ
ル
出
発
．
小
田
原

平
塚
，
茅
ケ
崎
．
藤
沢
、
鎌
倉
を
経
て

県
庁
へ
。
各
市
長
．
知
事
が
歓
迎
挨
拶

を
行
う
。

才
二
部

八
日
正
午
鶴
見
総
持
寺
に
県
下
仏
教
者

（
僧
侶
、
信
徒
）
約
四
〇
〇
〇
人
が
集

り
左
の
順
序
で
県
大
会
を
開
く

①
開
会
挨
拶
総
裁
孤
峯
貫
主

②
記
念
講
演
　
小
野
清
一
郎
博
士

③
法
　
　
話
　
総
持
寺
後
堂
老
師

④
挨
　
　
拶
　
県
仏
会
長
福
永
隆
賢
氏

　
奉
讃
花
ま
つ
り
大
会
　
一
四
時

つ
る
み
学
園
、
明
倫
学
園
約
四
．
○
○

○
人
が
参
加
聖
歌
合
唱
の
内
に
盛
大
に

行
う
。

　
そ
の
後
内
外
の
来
賓
数
百
名
を
招
待

し
て
会
食
を
行
い
一
八
時
散
会
の
予
定

山
形
県
大
会

　
山
形
県
で
は
大
会
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
て
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
委
員
会
は
会
長
に
安
孫
子
知
事
、

副
会
長
に
大
久
保
山
形
市
長
と
平
沢
山

形
市
仏
会
長
が
あ
た
り
，
地
元
各
界
の

全
面
的
な
協
力
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
行
事
と
並
行
し
て
、
仏
誕
花
ま
つ

り
行
事
が
県
下
全
域
で
盛
大
に
行
わ
れ

る
が
、
こ
の
行
事
を
一
つ
の
機
縁
と
し

て
正
式
に
県
仏
教
会
を
結
成
し
よ
う
と

の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
な
お
、
具
体
的
な
行
事
日
程
は
ほ
黛

次
の
如
く
で
あ
る
。

四
月
七
日

　
四
・
四
〇
上
山
着
村
尾
旅
館
に

　
　
　
て
休
憩

　
一
一
・
○
○
　
同
旅
館
発
山
形
市
へ

　
こ
の
日
は
主
と
し
て
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

　
一
及
び
物
産
館
そ
の
他
産
業
施
設
・

　
史
跡
等
の
視
察
に
充
て

　
一
七
・
○
○
ま
で
に
旅
館
に
帰
着

　
な
お
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
は
山
形
市
に

　
お
け
る
大
規
模
の
も
の
製
ほ
か
、
で

　
き
る
な
ら
上
山
に
て
も
朝
の
お
茶
の

　
会
も
行
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い

　
る
。

四
月
八
日

　
＝
一
・
0
0
　
午
餐
会

一
三
・
○
○

一
四
・
○
〇

一
七
・
0
0

一
九
・
○
〇

二
一
・
三
〇

二
二
・
三
五

仏
誕
花
ま
つ
り
祝
典

視
察
と
清
遊

歓
送
パ
ー
テ
ィ
ー

講
演
会

右
終
了

山
形
駅
発
帰
京

・
．
⊃
卜
’
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繹
奪
二
五
〇
〇
年
を
讃
え
る

　　

@　

　　

@　

@
一
京
都
東
京
で
開
か
る
～

　
釈
尊
二
五
〇
〇
年
を
讃
え
る
行
專
も
刻
々
近
接
し
て
来
た
の
で
全
日
仏
で
は
か

ね
て
よ
り
準
備
中
の
と
と
ろ
愈
々
具
体
的
打
合
せ
を
か
ね
て
全
国
宗
門
に
も
こ
の

空
気
を
も
り
上
げ
ん
も
の
と
去
る
一
月
二
十
二
目
京
都
知
恩
暁
華
項
会
館
に
於
て

関
西
地
区
常
任
実
行
委
員
会
、
各
府
県
仏
教
会
長
会
同
並
び
に
全
国
宗
務
総
長
会

同
を
夫
々
午
前
午
後
の
二
回
に
亘
り
開
催
し
、
更
に
去
る
二
月
六
日
東
京
銀
座
三

笠
会
館
に
於
て
全
国
常
任
実
行
委
員
会
を
開
き
夫
々
大
祝
典
塗
備
の
万
全
を
期
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
両
会
議
共
出
席
者
極
め
て
多
数
で
こ
の
世
紀
の
大
行
事
に
対
す
る
各
方
面
の
熱

意
の
ほ
ど
も
う
か
虻
わ
れ
、
塁
塞
又
活
溌
に
し
て
鋭
い
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
終
日

「
釈
尊
デ
ー
」
の
感
が
強
か
っ
た
。

関
西
地
区
羅
鰭
籟
、
・
洞
鷺
＋
三
時

　
定
刻
よ
り
三
〇
分
ほ
ど
遅
れ
て
佐
瀬

総
務
局
長
の
開
会
の
ご
と
ば
に
よ
っ
て

始
り
、
西
本
願
寺
田
丸
総
長
を
座
長
に

推
し
て
全
員
の
承
認
を
得
た
。

　
重
永
全
日
仏
理
事
長
挨
拶
を
行
う
。

そ
の
中
で
二
、
五
〇
〇
年
記
念
事
業
計

画
全
般
に
総
て
の
説
明
と
当
局
（
釈
尊

を
讃
え
る
会
）
側
と
の
連
絡
接
渉
の
模

様
を
詳
細
説
明
し
た
。
次
に
別
紙
の
通

り
『
五
〇
〇
年
記
念
事
業
予
算
案
の

提
案
を
し
、
別
所
総
務
部
長
び
朗
読
並

に
概
要
説
明
を
行
う
。
質
疑
に
入
り
東

大
寺
執
事
長
、
京
都
仏
教
会
代
表
、
愛

知
県
仏
代
表
等
か
ら
二
、
三
質
問
あ
り

之
に
対
し
て
理
事
長
、
局
部
長
よ
り
夫

々
詳
細
な
応
答
を
行
い
、
一
同
充
分
本

部
の
意
を
諒
と
し
て
原
案
通
り
可
決
承

認
し
た
。

　
次
い
で
愛
知
県
仏
代
表
の
名
古
屋
大

会
の
準
備
情
況
報
告
を
筆
頭
に
、
福
岡

大
阪
大
会
等
の
報
告
が
行
わ
れ
午
後
一

時
昼
食
を
共
に
し
て
散
会
し
た
。

全
国
宗
務
総
長
会
同

　
定
刻
先
づ
総
務
局
長
の
開
会
の
挨
拶

に
よ
っ
て
挙
る
。
曹
洞
宗
西
沢
総
長
座

長
に
推
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
座
長
席

に
就
く
。
次
い
で
重
永
理
事
長
立
っ
て

本
会
議
の
目
的
及
び
釈
尊
二
五
〇
〇
年

記
念
行
事
の
概
要
説
明
を
行
い
之
に
対

す
る
全
国
宗
門
の
格
別
の
協
力
を
乞
う

と
前
提
し
、
や
が
て
全
日
仏
の
新
年
度

に
お
け
る
事
業
概
要
等
に
付
て
説
明
、

全
日
仏
の
発
展
充
実
の
た
め
一
層
の
支

持
と
協
力
を
要
請
し
た
。

　
か
く
て
本
部
提
出
の
議
事
に
入
る
に

先
立
ち
総
務
局
長
の
紹
介
で
大
谷
よ
し
，

雄
参
議
院
議
員
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

午
後
二
時
よ
り

氏
は
主
と
し
て
左
の
三
点
に
関
し
て
中

央
政
界
の
実
情
を
加
灯
し
て
詳
細
具
体

的
な
説
明
を
行
っ
て
有
力
な
参
考
資
料

を
提
供
し
た
。

①
釈
尊
二
五
〇
〇
年
を
讃
え
る
会
成
立

　
に
至
る
ま
で
の
経
．
過
と
予
算
三
〇
〇

　
〇
万
円
獲
得
の
実
情
に
継
て

②
墓
地
問
題
の
そ
の
後
の
情
況
に
就
て

③
解
放
農
地
補
償
を
駈
る
最
近
の
政
府

　
与
党
の
動
き
に
就
て

　
か
く
て
何
れ
に
し
て
も
釈
尊
二
五
〇

〇
年
を
讃
え
る
こ
の
佳
き
機
会
に
遭
遇

し
て
単
な
る
申
央
及
び
特
殊
地
方
の
行

事
に
止
る
ア
一
稼
く
全
国
的
に
仏
教
興

隆
運
動
を
も
り
上
げ
て
欲
し
い
旨
を
強

調
し
た
。

　
本
部
提
出
の
協
議
事
項

①
昭
和
計
四
年
度
事
業
要
綱
並
び
に
予

　
算
＋
ハ
綱
に
関
す
る
件

②
釈
尊
二
五
〇
〇
年
祝
典
開
催
に
関
す

　
る
件

③
そ
の
他

　
右
各
項
に
就
て
は
夫
々
太
田
事
務
総

長
、
佐
瀬
、
栗
本
、
石
川
各
島
長
よ
り

説
明
並
に
応
答
が
行
わ
れ
何
れ
も
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　
特
に
矛
一
項
の
新
年
度
予
算
大
綱
に

関
し
て
は
本
年
度
通
り
〉
云
う
ご
と
で

何
等
の
異
議
な
く
諒
承
さ
れ
た
。

　
か
く
て
終
了
後
夫
々
久
方
ぶ
り
の
会

見
を
喜
び
合
う
懇
親
会
を
そ
の
場
で
行

い
談
笑
裡
に
散
会
し
た
。

　
当
日
の
出
席
者
　
　
　
　
（
順
不
同
）

（
常
任
実
行
委
ロ
貝
会
）

上
田
宥
澄
（
高
野
山
）
竹
村
教
智
（
智

山
派
）
川
嶋
貞
子
（
仏
婦
）
伊
原
一
道

（
大
網
）
星
谷
慶
縁
（
石
川
県
仏
）
渡

辺
恵
進
（
延
暦
寺
）
久
倶
智
道
（
天
台

宗
）
岡
崎
博
愛
（
福
岡
県
仏
）
能
登
芳

隆
，
村
瀬
良
彦
（
愛
知
県
仏
）
田
丸
道

忍
、
中
戸
堅
正
．
桑
原
腎
麿
（
本
派
本

願
寺
）
山
家
恵
誠
（
京
部
府
仏
）
奏
慧

玉
（
永
平
寺
代
表
）
狭
川
明
俊
（
奈
良

県
仏
）
橋
村
英
砧
へ
華
厳
宗
）
佐
藤
覚

雄
（
兵
庫
県
仏
）
小
泉
文
運
（
滋
賀
県

費
）
塚
原
徳
応
（
四
天
王
寺
）
間
野
敬

重
（
大
阪
．
誤
判
）
千
々
和
宝
天
ハ
関
西

事
務
局
長
）

◇
全
国
宗
務
総
長
会
同

磯
貝
豊
隆
（
西
山
派
）
津
田
実
雄
（
高

野
山
）
小
津
宜
浩
（
大
覚
寺
）
永
倉
敬

昭
（
修
験
宗
）
柳
生
昌
泉
（
妙
見
宗
）

仲
井
義
照
（
木
辺
派
）
田
丸
道
忍
、
中

戸
堅
正
、
桑
原
賢
麿
（
本
派
本
願
寺
）

久
保
智
道
（
天
台
宗
）
深
貝
郁
文
（
南

禅
寺
派
）
横
井
三
州
（
天
竜
寺
派
）
武

田
無
二
（
大
谷
派
）
西
沢
浩
仙
（
曹
洞

宗
）
竹
村
教
智
（
智
山
派
）
吉
永
日
洋

（
顕
本
）
大
原
最
俊
（
仁
和
寺
）
和
田

教
演
（
西
山
派
）
橋
村
英
田
（
華
厳
宗
）

森
田
謡
講
（
融
通
念
仏
）
塚
原
徳
応

（
四
天
王
寺
）
高
木
真
光
へ
禅
林
寺
派
㌧

山
田
日
領
（
本
門
仏
立
）
木
村
智
広

（
新
義
）
奥
博
仁
（
仏
光
寺
派
）
小
林

大
置
戸
浄
土
）
千
々
和
心
土
、
本
部
重

永
理
事
長
，
太
田
事
務
総
長
．
各
局
部

長
等
々
。

全
国
常
任
実
行
委
員
会

　
二
月
六
日
午
後
一
時
半
よ
り
三
時
半

ま
で
東
京
銀
座
の
三
笠
会
館
で
開
か
れ

出
席
者
四
〇
名
定
刻
事
務
局
側
よ
り
開

会
を
宣
し
常
光
浩
然
委
員
を
座
長
に
推

挙
し
満
場
一
致
で
之
を
承
認
し
議
事
に

入
り
左
の
通
り
の
協
議
決
定
並
び
に
報

告
が
行
わ
れ
た
。

の
釈
尊
二
塁
五
百
年
祝
典
開
催
に
関
す

　
る
件

a
祀
典
予
算
案
承
認
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
予
算
案
を
朗
読
し
た
後

収
入
支
出
の
各
項
目
別
に
順
次
各
担
当

局
部
長
よ
り
説
明
を
加
え
る
と
共
に
質

疑
応
答
を
重
ね
、
審
議
を
す
」
め
た
結

果
、
本
予
算
案
を
満
場
一
致
を
も
つ
て

承
認
可
決
し
た
。

h
外
国
代
表
及
び
申
央
行
事
の
報
告
に

つ
い
て

　
◇
外
国
代
表
の
招
請
に
つ
い
て

　
　
現
在
約
三
十
名
の
出
席
回
答
が
あ

　
り
，
ビ
ル
マ
、
タ
イ
及
び
共
産
圏
か

　
ら
の
出
席
者
は
未
だ
不
明
で
あ
る
が

　
最
大
限
五
十
白
骨
と
推
定
さ
れ
る
。

　
◇
中
央
行
事
本
紙
矛
一
頁
の
通
り

α
教
化
宣
伝
に
つ
い
て
（
組
織
局
部
長

　
よ
り
）

　
記
念
伝
道
に
つ
い
て
全
国
各
府
県
仏

　
教
会
へ
要
綱
発
送
ず
み
で
各
府
県
五

　
六
ヶ
所
講
師
の
旅
費
謝
礼
は
本
部
も

　
ち
で
目
下
各
方
面
か
ら
ボ
ツ
く
申

　
込
受
付
中

◇
ポ
ス
タ
ー
教
化
資
料
の
作
成
配
布
に

　
つ
い
て

　
二
五
〇
〇
年
祝
典
ポ
ス
タ
ー
、
花
ま

　
つ
り
ポ
ス
タ
1
各
一
万
枚
、
二
月
末

　
完
成
予
定
、
成
人
向
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
幼
児
向
絵
・
本
肌
守
各

　
二
、
三
万
部
作
成
中
、
二
月
申
に
完

　
成
予
定
、
出
来
次
矛
発
送
す
る
。
御

　
利
用
を
乞
う

◇
釈
尊
を
讃
え
る
歌
の
制
定
普
及
に
つ

　
い
て

　
長
田
恒
雄
氏
選
討
伊
藤
完
夫
氏
作
曲

　
で
目
下
準
備
申
、
二
月
中
に
試
聴
会

　
を
や
っ
て
全
国
的
普
及
に
の
り
出
す

　
筈
。
“
地
方
大
会
行
事
の
計
画
と
実
施
情
況

　
に
つ
い
て

　
組
織
局
部
長
よ
り
各
地
の
大
会
準

備
情
況
の
報
告
が
行
わ
れ
更
に
神
奈

川
、
大
阪
等
に
つ
い
て
は
夫
々
出
席

代
表
者
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

巳
祝
典
中
央
事
務
総
局
の
構
成
に
つ
い

　
て

委員長（重永潜）
　　　　じ
事務総長（太田淳昭）
　　　　「

　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　
局記次局行次局国次局資次局総
長念長長事長長面長長井長長務
太事高栗局柳石局　　局量佐深
田業橋本　　　川　　同　　所瀬

淳局忠俊雲立右弘淳昭　二道　堅静　　　　　霊光
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　記田門地京王宿患　　煙草蟹隈会
　念報化方都　港外　納金美事議
　事等’大大　　”　　等’　　n
　業　宣会会摂理　　経　　　　　　　　　　　　　記文

　　　伝n訳送　理念書

二
記
念
切
手
の
発
行
に
つ
い
て

　
釈
尊
二
干
五
百
年
春
ジ
ア
交
化
会

　
議
記
念
切
手
が
三
月
廿
七
日
全
国
一

　
斉
に
発
売
さ
れ
る
。
地
方
で
は
直
ぐ

　
売
切
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
地
方
大

　
会
開
催
地
等
の
必
要
数
は
中
央
事
務

　
局
で
実
費
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
に
な

　
つ
た
の
で
申
込
を
せ
ら
れ
た
い
。

②
常
任
実
行
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
永

　
倉
唯
嘉
氏
の
後
任
と
し
て
口
吻
日
宣

　
氏
を
推
薦
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

こ
の
佳
き
時
に

　
全
仏
制
定
の
仏
旗
、
あ
製
こ

　
の
喜
び
の
う
た
の
レ
コ
ー
ド

　
及
び
「
け
さ
」
「
薄
焼
」
の

　
御
利
用
を
乞
う
。

ロ
レ
コ
ー
ド
　
　
蛍
価
　
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

□
け
　
　
さ
　
　
壷
掘
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

□
仏
　
旗
（
大
）
単
価
一
八
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

　
　
　
　
（
申
）
　
〃
　
　
三
五
〇
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

　
　
　
　
（
小
）
〃
　
　
　
九
五
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

　
　
　
全
日
本
仏
教
会


